
提

出

者

江

田

憲

司

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

二

六

号

米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
に
関
す
る
質
問
主
意
書

米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
が
想
定
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
の
処
理
を
誤
れ
ば
、
我
が
国
の
国
際
社
会
に
お
け
る
地

位
、
の
み
な
ら
ず
今
後
の
世
界
秩
序
の
形
成
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
の
危
機
意
識
か
ら
、
「
査
察
継
続

支
持
。
武
力
行
使
は
万
策
尽
き
た
後
の
最
後
の
手
段
」
と
い
う
立
場
で
、
政
府
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
、
イ
ラ
ク
問
題
へ
の

対
処
方
針
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
日
米
同
盟
」
に
つ
い
て
問
う
。

�

政
府
の
公
式
文
書
で
、
「
日
米
同
盟
」
と
い
う
場
合
の
「
同
盟
」
の
定
義
如
何
。
日
米
安
全
保
障
条
約
の
よ
う
に
「
軍

事
的
に
片
務
」
の
場
合
も
、
国
際
通
念
（
法
）
上
、
「
同
盟
」
と
称
す
る
の
か
。

�

湾
岸
戦
争
当
時
を
含
め
、
軍
事
同
盟
の
色
彩
の
濃
い
「
同
盟
」
と
い
う
表
現
は
、
政
府
の
公
式
文
書
（
総
理
の
施
政
方

針
演
説
等
）
で
は
慎
重
に
避
け
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
最
近
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
の
は
、
日
米
間
の
安
全
保
障
関
係

に
、
実
質
的
な
変
更
が
あ
っ
た
と
い
う
認
識
に
基
づ
く
も
の
か
。
そ
う
な
ら
、
い
か
な
る
情
勢
変
化
、
内
実
の
変
更
等
が

あ
っ
た
の
か
。

�

小
泉
首
相
が
国
会
で
答
弁
さ
れ
た
「
同
盟
国
と
し
て
責
任
あ
る
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
は
、
ど
う

一



い
う
意
味
か
。

二

戦
後
日
本
外
交
の
基
本
と
さ
れ
て
き
た
「
日
米
基
軸
」
と
「
国
連
中
心
主
義
」
に
つ
い
て
問
う
。

�

現
在
で
も
、
こ
の
二
つ
が
日
本
外
交
の
基
本
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

�

こ
の
二
つ
が
利
益
相
反
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
米
国
の
利
害
が
国
連
と
対
立
し
た
場
合
、
我
が
国
は
、
ど
ち
ら
の
側

を
優
先
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

三

日
米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
き
、
米
軍
が
日
本
に
基
地
を
置
き
、
駐
留
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
問
う
。

�

日
本
へ
の
米
軍
駐
留
は
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
、
米
国
の
国
益
に
も
合
致
す
る
と
政
府
は
考
え
て
い
る
か
。
左
記
の
観

点
毎
に
見
解
を
述
べ
ら
れ
た
い
。

イ

極
東
（
朝
鮮
半
島
を
含
む
）
の
平
和
と
安
全

ロ

湾
岸
戦
争
、
ア
フ
ガ
ン
攻
撃
、
イ
ラ
ク
攻
撃
準
備
等
の
た
め
の
艦
船
、
兵
力
の
寄
港
、
派
遣

ハ

米
国
が
二
一
世
紀
最
大
の
脅
威
と
し
て
い
る
中
国
へ
の
戦
略
的
要
衝
の
地
の
確
保

�

「
米
国
に
日
本
を
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
以
上
、
安
全
保
障
に
係
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
考
え
に
同
調
（
追

随
）
す
べ
き
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。
過
去
の
、
「
普
天
間
基
地
返
還
」
、
「
沖
縄
の
海
兵
隊
削

二



減
」
、
「
普
天
間
代
替
施
設
の
十
五
年
期
限
」
問
題
等
に
照
ら
し
、
回
答
さ
れ
た
い
。

四

テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
の
正
当
性
に
つ
い
て
問
う
。

�

同
時
多
発
テ
ロ
直
後
の
国
連
決
議
一
三
六
八
は
、
当
時
あ
の
中
国
で
さ
え
賛
成
し
た
よ
う
に
、
ま
た
ア
ナ
ン
国
連
事
務

総
長
も
認
め
た
よ
う
に
（
二
〇
〇
一
年
十
月
二
日
）
、
テ
ロ
撲
滅
の
た
め
の
国
際
社
会
の
断
固
と
し
た
取
組
を
求
め
る

「
一
般
的
決
議
」
で
し
か
な
く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
武
力
行
使
ま
で
も
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

�

米
国
の
ア
フ
ガ
ン
攻
撃
の
国
際
法
上
の
位
置
付
け
は
、
米
国
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
「
自
衛
の
た
め
の
戦
争
」
で

あ
る
。
同
盟
国
の
自
衛
戦
争
に
対
す
る
軍
事
的
な
協
力
は
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
か
。

�

小
泉
首
相
が
当
時
、
「
憲
法
の
前
文
と
憲
法
九
条
の
間
の
す
き
間
」
と
衆
院
予
算
委
（
二
〇
〇
一
年
十
月
五
日
）
で
答

弁
し
た
の
は
、
い
み
じ
く
も
、
こ
う
い
う
問
題
点
を
指
摘
し
た
の
で
は
な
い
の
か
。

五

以
上
を
前
提
と
し
て
、
今
次
イ
ラ
ク
問
題
に
つ
い
て
左
記
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

武
力
行
使
は
「
自
衛
の
た
め
の
戦
争
」
か
「
国
連
安
保
理
決
議
で
認
め
ら
れ
た
場
合
」
に
限
ら
れ
る
と
い
う
国
際
法
秩

序
は
、
今
後
と
も
厳
守
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

三



�

「
武
力
行
使
は
万
策
尽
き
た
場
合
の
最
後
の
手
段
」
と
い
う
考
え
に
同
意
す
る
か
。

�

一
九
九
八
年
当
時
、
米
英
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
国
連
決
議
に
基
づ
き
正
当
化
さ
れ
た
の
か
。
ま

た
、
日
本
政
府
の
「
支
持
」
表
明
の
理
由
如
何
。

�

今
回
、
米
英
が
新
た
な
国
連
決
議
な
し
で
イ
ラ
ク
攻
撃
に
踏
み
切
る
場
合
、
そ
の
正
当
化
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
の

か
。
川
口
外
相
は
予
算
委
で
「
国
連
決
議
一
四
四
一
自
体
は
武
力
行
使
を
容
認
し
て
い
な
い
」
が
、
「
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て

は
国
連
決
議
六
八
七
、
六
七
八
に
基
づ
き
武
力
行
使
が
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
」
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
が
、
そ
う
理
解

し
て
よ
い
か
。

�

そ
の
場
合
、
九
八
年
の
例
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
な
ら
、
日
本
は
「
支
持
」
の
選
択
肢
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
対
応

が
異
な
る
な
ら
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
か
。

�

「
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
す
る
以
前
へ
の
原
状
回
復
と
、
従
わ
な
い
場
合
の
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
」
を
認
め

た
国
連
決
議
六
七
八
を
、
事
情
が
異
な
る
別
の
ケ
ー
ス
に
適
用
す
る
の
は
、
国
際
法
上
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

�

報
道
に
よ
れ
ば
、
「
北
朝
鮮
問
題
で
米
国
に
協
力
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
以
上
、
イ
ラ
ク
問
題
で
は
米
国
を
支
持
す
る

し
か
な
い
」
と
の
政
府
部
内
の
議
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
真
偽
及
び
議
論
の
是
非
如
何
。

四



�

原
口
国
連
大
使
の
国
連
演
説
（
二
月
十
八
日
）
で
は
、
「
査
察
継
続
の
有
効
性
を
疑
問
視
」
し
て
い
る
が
、
ブ
リ
ク
ス

委
員
長
報
告
で
は
「
問
題
は
あ
る
が
査
察
は
改
善
し
て
お
り
、
イ
ラ
ク
の
武
装
解
除
に
は
も
っ
と
査
察
に
時
間
が
必
要
」

と
さ
れ
て
い
る
。
査
察
に
つ
い
て
独
自
情
報
を
持
た
な
い
日
本
が
、
査
察
団
報
告
を
信
用
し
な
い
理
由
は
何
か
。

�

査
察
が
有
効
に
継
続
し
て
い
る
限
り
、
少
な
く
と
も
サ
ダ
ム
フ
セ
イ
ン
の
暴
発
、
大
量
破
壊
兵
器
等
の
使
用
を
封
じ
込

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
当
面
査
察
を
継
続
す
る
こ
と
に
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の
か
。

��

ア
ラ
ブ
諸
国
の
大
勢
が
反
対
と
い
う
現
状
で
、
あ
え
て
イ
ラ
ク
攻
撃
に
踏
み
切
っ
た
場
合
の
イ
ス
ラ
ム
対
キ
リ
ス
ト

「
宗
教
戦
争
」
、
「
宗
教
対
立
」
の
危
険
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

��

シ
リ
ア
外
相
の
、
イ
ラ
ク
を
問
題
に
す
る
な
ら
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
累
次
の
国
連
決
議
に
違
反
し
、
大
量
破
壊
兵
器
を
持

ち
な
が
ら
査
察
も
拒
否
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
独
立
も
認
め
て
い
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
に
対
し
、
ど
う
政
府
は
反
論

す
る
の
か
。

��

イ
ラ
ク
攻
撃
を
日
本
が
支
持
し
た
場
合
の
、
我
が
国
に
対
す
る
テ
ロ
等
の
危
険
性
の
増
大
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

五


